
 

 

                       

 

 

 

       展示スペースからの発信 ～ 個性 かがやいて 

ちえのわチュンチュンカフェに入ると、入口近くの壁面に展示スペースがあります。これまでに、「染め・編み

物二人展」「写真展わたしの小雀」「こすずめの里だより原画展」等々を開催し

てきました。 

昨年１１月～１２月に行った「平松真珠作品展」

では、葛のつるから糸をつむぎ、絹糸と一緒に織

り上げた布や、植物や昆虫の写真等、自然との関

わりの中ではぐくまれた感性豊かな作品が

見られました。「自分が長い時間をかけて作った作品をみんなが見

に来てくれたことが、とても嬉しかった」と、１４歳の作者、真珠

さんの言葉です。 

 現在開催中の「クロスステッチとヨーロッパ刺繍作品展」は、１０年、 

２０年の歳月をかけて、日々の暮らしの中で、コツコツと作られてきた作品

を展示しています。「身近な場所で展示できることがとても嬉しい」と言われ

る作者。作品を通して、真摯なお人柄が伝わってくるようです。 

 これからも、ちえのわチュンチュンカフェの展示スペースから、地域の

アーティストたちの個性のかがやきを発信していきたいと願っています。  

作品展示をご希望の方、展示スペースをご覧の上、スタッフまでお声かけ

ください。                     （担当・奥山） 
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「ちえのわとの出会いや思い」をこのコラムで折々にご紹介。子どもたちの学習や余暇支援に取り組んでいる

宮越 俊介さん。カフェや介護予防のボランティアとしても活躍しています。 

〇ちえのわとの出会い 

子どもたちと関わる活動がしたいと、戸塚区ボランティアセンターに相談したところ「ちえのわ」を紹介してい

ただきました。スタッフの方から活動内容を詳しく伺い、すぐに参加を決めました。 

〇かかわっている活動 

不登校の子どもさんを中心に学習支援の活動を主に行っています。あわせて余暇支援の 

「遊びのひろば」やカフェでのボランティアにも携わりながら、週に 3，4日程度活動。 

〇活動を通して、楽しいと思われること、もっとこうなって欲しいと思われること 

学習に来る小・中学生の皆さん、カフェに来られる地域の方々と触れ合い語り合う多くの 

機会を得られることが一番の喜びです。これからもこの輪が大きく広がることが願いです。 

ボランティアさんが語る 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美味しくな〜れの想いで  
一杯一杯豆を挽き、丁寧に

ドリップした美味しいコー

ヒー、紅茶、ココア、ハー

ブティー、ジュース等のお

飲物、手作りケーキ、ホッ

トサンド、カレー＆ナンの

軽食も併せてご用意してい

ます。 

 

どなたにも優しく 
 
カフェでは靴を脱いで開

放的に、そして車イスの

方もいらっしゃれるよう

に、段差のない入り口、

バリアフリーのトイレを

設置しています。 

 

外から段差なくトイレまで  車いすでも大丈夫 

 

 

 

赤ちゃん～お年寄りまで 
 

お仲間で編み物をしながら、

お年寄りが集まって健康体

操をしながら、お子さんと

ママ同士が語り合いなが

ら、近所の皆さんが健康麻

雀をしながら、曜日ごとに

集い楽しむ場となっていま

す。 

 

緑に囲まれた小雀町の片隅に佇む“ちえのわチュンチュンカフェ“がオープンして早 2年が過ぎ、 

「地域の居場所」として多くの皆さんにご来店いただきました。どなたでも気軽に、安心して集える

スペースでありたいと思っています。皆様のご来店をスタッフ一同、心よりお待ちしております。 

 

ちえのわ チュンチュンカフェ 戸塚区小雀町１１１５ー１ 
営業日：平日：月～土曜日・第一日曜日 10時～１６時    ☎０４５－４１０－６２１８ 

 

 

 

ちえのわ 

カーペットでごろごろ ウッドデッキでゆっくりと 



房をつけたバナナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちゅんちゅん農園だより 
  

ちゅんちゅん農園は自然栽培。 化学肥料、農薬は一切使用せず果樹、野菜を 

栽培しています。 

畑の雑草や落ち葉、剪定で出た枝、野菜の残さい等を堆肥化して果樹、野菜 

の栽培に使用しています。 

寄付していただいた、公園や街路樹で不要になった竹や木材を粉砕し作った 

堆肥も畑に活用しています。 

小雀の風土と土壌の力を活かした循環型の農を目指して、今後も活動して 

いきます。                           （増田）                               

 

          

双眼鏡での観察 
10円で買えるお菓子もあり 

木曜日
もくようび

は駄菓子屋
だ が し や

さん  

木曜日
もくようび

おやこカフェで「ちっちゃい駄菓子屋
だ が し や

さん」始
はじ

めました  

10円
えん

玉
だま

１つでもお買
か

いものできます 

人気
にんき

の駄菓
だ が

子
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はラムネ  う

まい棒
ぼう

  ン 

まだまだあれこれありますよ。もちろん

年齢
ねんれい

制限
せいげん

ありません。 

みんな来
き

てね！         （鈴木）

 大人の寺子屋 月 2回の火曜日 

～12月 19日小雀公園の自然探索～ 

小雀公園管理事務所にお勤めの栗原砂織さ

んに自然探索のガイドをしていただき、公園

内に生息する鳥や冬の季節の草花観察をしま

した。                        

はじめに双眼鏡の使い方について説明を受け

公園の伊賀のため池でカワセミを観察。散策途

中で「十両」という赤い実をつけた草木、小さ

な房を沢山つけたバナナの木などを見つけるこ

とができました。参加者からは「じっくり散策

するのは楽しい」「植物を知る新しい発見にな

った」などの声が聞かれました。  （田島） 

３匹の子豚の住み家？ あそびのひろば参加者も農作業に協力して楽しく枯草・枝集め 

 

収穫の一部 



お 知 ら せ 
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～ 

すてきなカフェ空間を使って、仲間と楽し

いひと時を過ごしてみませんか。静寂さ、音

響効果ともに良好と好評です。 
 
◎貸出時間 平日・土曜日 17 時～20 時 

 日曜 祝日 10 時～18 時（除第 1 日曜） 

◎ い。 

 ちえのわ 045(410)6218 

小箱ショップ・クッキー 

販売 

手作りのオリジナルな小物を 

展示・販売する小箱ショップ 

がカフェの店内にあります。 

また、作業所などで作られ 

たクッキーも販売しています。 

どうぞご来店いただき、ご 

利用ください。      

～ちえのわ まつり～感謝のつどい～ 
日時：３月２３日（土）１３時～１５時半 （小雨決行・荒天時は翌日に順延） 

場所：ちえのわチュンチュンカフェ、ちえのわホーム、農園 など

内容：あそび  まとあて、ジャンボシャボン玉、けん玉、 など 

 体 験  さをり織り、タイル作り、農園体験    

バザー   日用品や手作り品、五目おこわ、焼きそばなど   

カフェ  まつり開催中は営業します（  

特定非営利活動法人ぐるーぷ・ちえのわ 

横浜市戸塚区小雀町 1115-1  

 ℡０４５（４１０）６２１８ 

      e-mail：chienowa2022＠gmail.com 

HP：chienowa.s1010.xrea.com 

（Ｘ、facebook、Instagram でも発信中） 

 
ご寄付のお願い 

 

 

 

 

ます 

編集後記 

今年最初の「ちえのわだより」をお届けします。

今号は、3 年目を迎えたカフェの紹介を中心に、

ボランティアとして参加しているスタッフが力

を合わせて執筆・編集しました。日頃の活動が、

写真や記事を通して読者の皆様に伝わることを

願っています。           （M.S.） 

http://chienowa.s1010.xrea.com/
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